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株式会社 クマヒラ 

株式会社アイ・エス・レーティング様主催 

第5回 情報セキュリティ格付けセミナー向け 
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◆１８９８年（明治３１年）金庫の販売・修理を目的とした 『熊平商店』を設立 

～金庫メーカーとして創業１１９年～ 
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現在のラインナップ 
＜２０１５年＞ 

日本初の「フィルム式防犯カメラ」 
＜１９７２年＞ 

電子式施錠装置 
＜１９７５年＞ 

◆１９７２年（昭和４７年）日本初の防犯カメラを開発し、全国の金融機関へ納入 

～セキュリティメーカーとして４０年以上～ 
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入退室管理 防犯カメラ・録画システム 

鍵・キャビネット管理 セキュリティゲート 

統合管理ソフト 
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導入 ５０％ 運用 ５０％ 

セキュリティシステムは、 

◆ 導入後、「どう運用するか」「年々変化するリスクにどう対応できるか」 
 
◆ 「常に稼働し、運用を止めない」ことが大前提 

 
 

⇒ 長期的に運用を継続できる仕組みとサポート体制が非常に重要 
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・導入前に未来の運用や更新の話をされてもイメージしにくい・・・ 
 
・本当に信頼できるシステムなのか自身では判断できない・・・ 
 
・クマヒラが勝手に言っているだけなのでは・・・？ 

第三者証明の活用で、 
優位点をわかりやすく『見える化』 
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①２０年セキュリティのお約束 

クマヒラが物理セキュリティシステムを提供する上で、
今後20年以上、互換性を維持しながら製品の開発・
提供を続けていくことを証明。 
また長期継続運用を可能にするための機能の拡充や運
用サポート体制についても証明。 

 
≪ＰＯＩＮＴ≫ 
  
 ・互換性のある製品提供 
 ・新機能の追求 
 ・運用サポート体制の充実 
 
 
初回取得：2014年2月10日 
    （毎年更新中） 
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◆証明書では、クマヒラが20年セキュティを実現できる 
 体制・指針であることをあらゆる角度から証明 
 
◆ポイントとなる3項目については、さらに詳細な調査・ 
 ヒアリングを行い、約10ページにわたる証明書として発行 

『信用・信頼を見える化』 
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◆某国立大学様 
セキュリティシステム更新計画において、『20年セキュリティのお約束』を 
含めた提案を実施。コンセプト・考え方をお客様にご納得頂き、最終的に入札 
仕様書へ記載されました。 

・導入するシステムは一部の機器交換により20年以上の仕様が可能であること。 
 
・仕様について同等品以上であることを証明できる書類を提出すること。 

～実際に記載された内容（抜粋）～ 

◆某一般会社様 

セキュリティシステム導入計画において、複数社でのコンペを実施。金額や機能 
等様々な点から評価を行った結果、クマヒラのコンセプトやサービス体制など 
の部分をご理解頂けたことで大きな加点を頂き、受注に至った。 
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②マイナンバー制度における安全管理措置 

クマヒラの販売するセキュリティキャビネット 
『セキュアユニストレッジ２』がマイナンバー 
を管理する上で必要となる物理的/組織的安全 
管理措置（特定個人情報取扱ガイドライン記載） 
に対応する機能を１製品で有することを証明。 

 
≪ＰＯＩＮＴ≫ 
  
 ・取扱区域の入退室管理機能 
 ・保管庫の自動施錠、保管庫利用の制限機能 
 ・利用記録（入退室/保管庫）の自動記録機能 
 
初回取得：2015年9月29日（毎年更新中） 
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◆取扱いの難しいマイナンバーに対して、1製品で 
 対応できる製品として客観的視点から証明 
 
◆何をすればいいのか、どんな対策が有効なのか 
 わからない・・・という声にわかりやすく自信を 
 持って説明することが可能に 
 

『訴求力のアップ』 
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